
提
　
言

　

経
団
連
は
2
0
2
2
年
4
月
12
日
、「
防
衛
計
画

の
大
綱
に
向
け
た
提
言
」
を
公
表
し
た
。
政
府
に
お

い
て
本
年
末
に
向
け
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
、
防
衛

計
画
の
大
綱
、
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
を
改
定
す
る

動
き
が
本
格
化
す
る
中
、
防
衛
産
業
政
策
の
具
体
的

施
策
の
実
施
を
求
め
て
い
る
。

4
月
20
日
に
は
、
岸
信
夫
防
衛
大
臣
に
同
提
言
を

建
議
し
、
防
衛
計
画
の
大
綱
の
策
定
に
あ
た
り
、
提

言
内
容
の
反
映
を
要
望
し
た
。
岸
大
臣
は
、「
防
衛

省
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
将
来
に
わ
た
っ
て

守
り
抜
く
た
め
、
新
た
な
国
家
安
全
保
障
戦
略
等
の

策
定
に
係
る
議
論
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を

排
除
せ
ず
現
実
的
に
検
討
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

防
衛
力
そ
の
も
の
で
あ
る
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
に

つ
い
て
も
、
防
衛
力
全
体
の
抜
本
的
強
化
の
取
り
組

み
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
要
素
の
1
つ
と
認
識

し
て
い
る
。
官
民
一
体
と
な
っ
て
抜
本
的
な
対
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
提

言
で
述
べ
ら
れ
た
必
要
な
施
策
の
検
討
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

本
稿
で
は
、
提
言
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

「
防
衛
計
画
の
大
綱
に
向
け
た
提
言
」を
公
表

│
防
衛
産
業
政
策
の
実
施
を
求
め
る

厳
し
い
安
全
保
障
環
境

　

我
が
国
の
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
や
核
の
脅
威
は
依
然
と
し

て
存
在
し
て
お
り
、中
国
は
国
防
費
を
大
幅
に
増
加
さ

せ
、軍
事
力
を
質
・
量
と
も
に
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
安
全
保
障
を
巡
る
課
題
は
複
雑
化
か
つ

多
様
化
し
て
い
る
。
安
全
保
障
の
領
域
は
、
従
来
の

陸
、
海
、
空
に
加
え
て
、
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、
電
磁

波
に
ま
で
拡
大
し
た
。

防
衛
産
業
の
現
状

　

近
年
、
国
産
の
防
衛
装
備
品
の
調
達
予
算
の
横
ば

い
傾
向
が
続
く
中
、
米
国
を
は
じ
め
海
外
か
ら
の
装

備
品
調
達
が
増
加
し
て
い
る（
図
表
参
照
）。
ま
た
、

装
備
品
の
高
度
化
と
複
雑
化
に
よ
り
調
達
単
価
が
上

昇
し
、
調
達
数
量
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
が

続
け
ば
、
防
衛
産
業
の
安
定
的
な
操
業
に
支
障
が
生

じ
か
ね
な
い
。

　

我
が
国
の
防
衛
関
連
企
業
で
は
、
欧
米
の
企
業
に

防
衛
産
業
委
員
長

三
菱
重
工
業
社
長

泉いずみ
さ
わ澤
清せいじ
次

左から阿部防衛産業委員会総合部会長、泉澤委員長、岸大臣、
遠藤副委員長
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比
べ
て
防
衛
事
業
の
利
益
水
準
が
低
い
た
め
、
事
業

継
続
に
つ
い
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
説
明
に
苦

慮
し
て
い
る
。
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
い
て
、
将
来

が
見
通
せ
ず
、
防
衛
事
業
か
ら
撤
退
す
る
企
業
が
相

次
い
で
お
り
、
防
衛
産
業
基
盤
が
い
っ
た
ん
失
わ
れ

る
と
、
回
復
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

防
衛
産
業
政
策
の
具
体
的
施
策

　

国
家
安
全
保
障
戦
略
や
防
衛
計
画
の
大
綱
等
に
お

い
て
、
防
衛
産
業
の
位
置
付
け
お
よ
び
防
衛
産
業
基

盤
の
整
備
・
強
靭
化
の
方
針
に
つ
い
て
明
記
し
、
我
が

　

先
進
技
術
を
活
用
し
て
防
衛
装
備
品
を
開
発
す
る

た
め
に
は
、
企
業
が
新
し
い
技
術
開
発
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
制
度
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
防
衛
事
業

を
有
し
な
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
企
業
や
研
究

機
関
等
が
、
防
衛
産
業
と
連
携
し
て
、
或
い
は
単
独

で
、
装
備
品
を
開
発
す
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
の
制
度
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

⑷
防
衛
装
備
・
技
術
の
海
外
移
転

　

防
衛
計
画
の
大
綱
に
お
い
て
、
政
府
の
外
交
・
安
全

保
障
政
策
に
則
っ
て
、
防
衛
装
備
・
技
術
の
海
外
移

転
を
実
施
す
る
方
針
の
策
定
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
方
針
に
は
、国
・
地
域
別
の
戦
略
や
、国
際
共
同

開
発
へ
の
対
応
方
針
な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
海
外
移
転
に
際
し
、
相
手
国
政
府
に
は
日
本

国
政
府
が
対
応
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
政
府
主

導
の
も
と
、
官
民
が
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑸
防
衛
産
業
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準
へ
の
対
応

　

防
衛
省
は
4
月
1
日
に
、
防
衛
産
業
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
基
準
を
策
定
し
、
2
0
2
3
年
度
の
契
約
か

ら
適
用
を
予
定
し
て
い
る
。
制
度
の
運
用
に
あ
た
り
、

保
護
す
べ
き
情
報
の
具
体
化
や
、要
求
基
準
を
満
た
す

具
体
的
対
策
の
明
確
化
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

経
団
連
は
長
年
に
わ
た
り
防
衛
産
業
政
策
の
あ
り

方
に
関
す
る
提
言
を
公
表
し
て
き
た
。
政
府
の
防
衛

産
業
政
策
に
は
一
定
の
進
展
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

撤
退
す
る
企
業
が
相
次
ぎ
、
防
衛
産
業
を
巡
る
状
況

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

　

今
回
の
防
衛
計
画
の
大
綱
等
の
改
定
は
、
防
衛
産

業
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
制
度
改
革
を
加
速
す

る
機
会
で
あ
る
。経
団
連
は
、今
後
と
も
防
衛
産
業
の

発
展
に
努
め
、我
が
国
の
安
全
保
障
に
貢
献
し
て
い
く
。

国
の
防
衛
産
業
政
策
の
一
貫
性
を
担
保
す
べ
き
で
あ
る
。

防
衛
産
業
は
国
防
を
担
う
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
と
位
置
付
け
、防
衛
産
業
基
盤
の
整
備
・
強
靭
化
に

資
す
る
政
策
を
体
系
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。防

衛
産
業
政
策
の
具
体
的
な
施
策
は
、
次
の
5
つ
で
あ
る
。

⑴
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
の
維
持
・
強
化

　

防
衛
省
が
策
定
し
た
「
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
戦

略
」
を
改
定
し
、
防
衛
産
業
の
育
成
の
観
点
も
含
め

た
装
備
品
調
達
の
基
本
方
針
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

国
産
装
備
品
の
継
続
的
な
調
達
に
よ
り
予
見
性
を
確

保
す
る
た
め
、
研
究
開
発
、
調
達
、
維
持
・
整
備
に

関
す
る
予
算
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
防
衛

産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
整
備
・
強
靭
化
す
る

た
め
、
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
の
別
表
に
示
さ
れ
た

調
達
予
定
数
量
を
確
実
に
達
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑵
調
達
制
度
改
革

　

企
業
と
防
衛
省
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
契
約

制
度
を
構
築
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
調
達
制
度
改
革

に
向
け
た
施
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
、
官

民
の
適
切
な
リ
ス
ク
分
担
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

防
衛
関
連
企
業
の
適
正
な
利
益
水
準
を
実
現
し
、
新

た
な
設
備
投
資
や
技
術
開
発
を
行
う
好
循
環
を
形
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、
取
得
価
格
だ
け
で
な

く
、
国
内
企
業
の
開
発
技
術
力
や
製
造
体
制
の
維

持
・
強
化
な
ど
を
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
視
点
か
ら

評
価
す
る
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

⑶
先
進
的
な
民
生
技
術
の
積
極
的
な
活
用

　

急
速
な
技
術
革
新
に
伴
い
、
防
衛
分
野
に
お
い
て

も
高
度
に
先
端
的
な
技
術
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
防

衛
省
と
関
係
府
省
、
防
衛
産
業
と
他
の
産
業
等
が
有

機
的
に
連
携
し
、我
が
国
全
体
と
し
て
研
究
開
発
の
効

率
性
や
戦
略
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

図表　国内向・国外向の調達額および輸入比の推移
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